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３月の検診のご案内 問健康課��７２５・５１７８

※上記検診はいずれも町田市民で、職場等で検診の機会
のない方が対象です。
※肺がん・胃がん検診は年度内（２００８年４月～２００９年３
月）に１回受診できます。
　乳がん検診は２年に１回受診できます。
※定員を超えた場合は、検診日ごとに抽選を行います。
抽選にもれた方には、２月１７日に通知します。

※希望時間の指定はできません。なお３月は女性が先に
検診します。
　非負担（無料になる方）については、受診者に郵送さ
れる申込書に掲載しています。該当項目確認のうえ「負
担・非負担」の届出をして下さい。

受診
案内申し込み受診できない方費　用定　員内　容会　場期　日対　象検診名

２
月
末
日
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

ハガキ（検診ごと
に１人１枚、封書
も可）に「肺がん
検診申込」「胃が
ん検診申込」また
は「乳がん検診申
込」と書き、住所
・氏名（ふりが
な）・生年月日・
電話番号、希望会
場・希望日（胃が
ん検診、乳がん検
診は第３希望ま
で）を明記して、
２月７日まで（消
印有効）に健康課
（〒１９４－００１３、
原町田５－８－
２１、健康福祉会館
内）へ

【共通】①既に何らかの自
覚症状がある方（病院で受
診して下さい）②妊娠中ま
たは妊娠の疑いがある方 
【肺がん検診】肺に関する
疾患で経過観察中、治療
中、手術後の方
【胃がん検診】①胃に関す
る疾患で経過観察中、治療
中、手術後の方②過去１年
以内に心臓の発作や脳梗塞
等の脳疾患を発症したこと
のある方③現在治療中の急
性期の疾患をお持ちの方④
まひなどがあり検診台の上
で自力で回転できない方
【乳がん検診】①乳房に関
する疾患で経過観察中、治
療中の方②豊胸手術を受け
ている方③現在授乳中の方
（卒乳後、間もない方は健
康課までご相談下さい）④
心臓ペースメーカーを装着
している方⑤腰痛や障がい
等により自力でまっすぐに
立っていること（１０分）が
難しい方

１，２００円１００人

問診、レン
トゲン直接
撮影、かく
たん検査

健康福祉
会 館２０日（祝）４０歳

以上

肺
が
ん

８００円各日
５０人

問診、レン
トゲン間接
撮影（バリ
ウムを飲み
ます）

木曽山崎
センター１８日（水）

３５歳
以上

胃
が
ん

鶴川市民
センター２５日（水）

健康福祉
会 館

１９日（木）

２２日（日）

２４日（火）

２９日（日）

受
診
日
の　

日
前
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

１０

２，８００円

各日
多摩丘
陵病院
１０人

健康福
祉会館
７２人

問診、視触
診、マンモ
グラフィー
（乳房Ｘ線
撮影）

多摩丘陵
病院（下
小山田町
１４９１）

１２日（木）

２００８年４
月１日～
２００９年３
月３１日の
誕生日で
４０歳～７０
歳の偶数
歳となる
女性　　

乳
が
ん

１３日（金）

１６日（月）

１７日（火）

１８日（水）

１９日（木）

健康福祉
会 館

１１日（水）

１２日（木）

１３日（金）

１５日（日）

１６日（月）

１７日（火）

　

日
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人
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ご 意 見
ありがとう
ございました

　市民の皆さんには下記の条例（案）・計画（案）
の策定にあたり、それぞれ貴重なご意見をお寄せい
ただきありがとうございました。ご意見は各条例
（案）・計画（案）の策定の参考とさせていただく
ほか今後の施策の参考にさせていただきます。
　ご意見の概要と市の考え方をいくつかご紹介しま
す（意見＝いただいたご意見の概要、考え方＝ご意
見に対する市の考え方）。詳細については町田市ホ

ームページをご覧下さい。また、各担当課のほか次
の窓口でも資料を配布しています。
　市民相談室（市役所本庁舎１階）、市政情報やま
びこ（市役所中町分庁舎１階）、市民協働推進課
（町田市民フォーラム３階）、各市民センター、木
曽山崎・玉川学園文化の各センター、各市立図書
館、町田市民文学館、まちだ中央公民館、教育セン
ター（町田市教育プラン案のみ）
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問まちづくり推進課��７０９・０６４２

○ご意見の募集期間：２００８年１１月１日～１２月１日
○応募者数：２５人、３団体
○ご意見の内容：９０件／町田市の景観の特徴、基
本理念、責務等に関すること１７件／景観計画区
域、策定の手続き、届出・勧告・変更命令等に関
すること２３件／市民主体の景観づくりに関するこ
と１０件／公共施設の景観づくりに関すること１０件
／その他（条例（案）全体についてなど）３０件

　　　　ご意見を参考に、基本理念を定めてまい
　　　　ります。また、（仮称）町田市景観計画
の検討において、参考とさせていただきます。
考え方
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問開発指導課��７０９・０５６９

○ご意見の募集期間：２００８年１１月１日～１２月１日
○応募者数：１３人、２団体
○ご意見の内容：２２件／市街化調整区域の住環境や
支援策に関するもの４件／緑地の保全と生態系など
に関するもの７件／条例の内容に関するもの２件／
条例制定の手続に関するもの５件／その他４件
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問教育総務課��７２４・２１７２

○募集期間：２００８年１１月１７日～１２月１６日
○応募者数：１２人
○ご意見の内容：３９件／町田市教育プラン
（案）全体について３件／特別支援教育
について５件／教師について５件／小中
一貫教育について４件／生涯学習の推進
について４件／その他（公民館事業につ
いてなど）１８件

　　　　市街化調整区域を線引きした昭和４５年当
　　　　時とは状況が変化しています。市街化調
整区域の住民が住み続けられ、かつ農業を継続で
きるよう、都市計画法の趣旨をふまえつつ、現状
にあった施策を展開してまいります。

考え方

　　　市街化調整区域内のインフラ整備等が必要
　　　である。墓地や資材置き場は規制すべきで
あるが、耕作放棄地などは行政で優先して利用す
るか、買い上げるべきである。

意見

　　　　生涯学習推進のために、生涯学
　　　　習にかかわる関係諸機関との連
携、協働、ネットワークづくりは必須と
考えています。

考え方

　　　基本方針４―施策方針（３）に示
　　　されている地域学習ネットワーク
事業の具体的プランを示すことが早急に
求められています。また、町田市全体と
して広く社会教育関係事業とのネットワ
ークをつくることが必要です。

意見

　　　学級集団指導や授業規律確立のた
　　　めの研修を優先し、教師自身のニ
ーズに重点をおいた研修を実施すべきで
ある。

意見

　　　　ご意見につきましては、授業力
　　　　向上プログラム等教員研修事業
の参考とさせていただきます。

考え方

　　　大戸小学校と武蔵岡中学校が小中
　　　一貫校設置予定校と聞き、大きな
期待を抱きました。他地域のような進学
重視のエリート校づくりでなく、地域で
子どもを育てるというかたちを実施でき
たらすばらしいと思う。

意見

　　　　重点施策５にて地域協働の学校
　　　　を創るという目標を掲げている
ように、地域の力を取り込んだ教育を推
進していくことが必要不可欠だと考えて
おります。小中一貫校設置事業において
も、そのような視点で進めてまいります。

考え方

　　　　市では、これまでも関連部署と連携
　　　　しながら、公共施設を含む市の景観
形成のあり方について、検討を進めてまいりま
した。今後も継続して取り組んでまいります。

考え方

　　　公共施設の地域への景観の配慮について
　　　は、新たな整備を行うものを対象とするの
はもちろんのこと、これからは公共施設の改修な
どの再整備を図る事例が増えるはずですから、関
連部署と連携して、取り組みを進めて下さい。

意見

　　　　ご意見を参考に、（仮称）町田市景
　　　　観計画の策定の中で地域活動の支援
や推進の仕組み等を検討してまいります。

考え方

　　　市民が景観条例に期待することは、地
　　　域における「景観形成の指針」であ
り、常日頃の地域活動が景観形成に有効に機
能する仕組みづくりと、活動の継続が重要で
あると考えている。

意見

　　　　対象行為については、東京都景観条
　　　　例を継承いたします。地区ごとの合
意形成を条件として、「木竹の植栽又は伐
採」として追加できるよう考えています。

考え方

　　　「届出・勧告の対象となる行為」につ
　　　いて、条例で加える行為事項として
「樹木等の伐採」を対象行為に含めること。

意見

　　　「景観づくりの基本理念」の“生活風
　　　景の豊かさが感じられるまち”は、 
“生活風景に魅力と豊かさを感じられるま
ち”としてはどうか。

意見

　　　条例案では、「みどりの保全」のみを規程
　　　し、「良好な集落づくり」には一切触れて
おらず、市街化調整区域の土地利用条例としてはき
わめて不備である。地域住民と十分協議しながら進
めていくことをお願いする。

意見

　　　　既存集落の保全と生活環境の整備は重要
　　　　な課題と考えています。既存集落の中に
生活環境を阻害する恐れのある施設などをつくる
場合、敷地内に樹木を植えることなど基準を検討
してまいります。今後細かな地域ごとに規制誘導
策を設定する場合には地権者の皆様のご意見を伺
うことが必要だと考えています。

考え方

　　　保全区域はすでに法令によって担保されて
　　　いる場所に限定されるように読み取れるが、
それに限らず広く指定できる仕組みとするべきであ
る。その際には、市民・関係住民の意見聴取や規制
に伴う農家地権者への支援措置等が必要である。

意見

　　　　緑地保全ゾーンにつきましては、広く指
　　　　定できるような仕組みについて検討して
まいります。市街化調整区域の課題は土地利用の
規制誘導だけでは解決できるものではなく、農業
従事者への支援や集落周辺の整備は重要な課題で
あると認識しております。本条例は町田市の緑地
保全施策の一端を担ってまいります。

考え方


